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【ＦＩ】
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   Ｇ０３Ｇ    9/08     ３６５　
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【手続補正書】
【提出日】令和2年2月6日(2020.2.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
  （ａ）ドデセニルコハク酸、ドデセニルコハク酸無水物、またはこれらの組み合わせか
ら誘導されるポリエステルを含む第１のアモルファスポリエステル樹脂であって、
  第１のアモルファスポリエステルは、有機ジオール、有機二塩基酸、およびドデセニル
コハク酸、ドデセニルコハク酸無水物、またはこれらの組み合わせのモノマーの触媒重合
によって作られ、
  ドデセニルコハク酸、ドデセニルコハク酸無水物、またはこれらの組み合わせが、第１
のアモルファスポリエステル中に、第１のアモルファスポリエステルの合計重量を基準と
して、５～１５重量％の量で存在する、第１のアモルファスポリエステル樹脂と；
  （ｂ）ドデセニルコハク酸、ドデセニルコハク酸無水物、またはこれらの組み合わせか
ら誘導されるポリエステルと、ポリ酸成分またはポリオール成分から誘導される分岐剤と
を含む第２のアモルファスポリエステル樹脂であって、
  第２のアモルファスポリエステルは、有機ジオール、有機二塩基酸、ドデセニルコハク
酸、ドデセニルコハク酸無水物、またはこれらの組み合わせ、および分岐剤のモノマーの
触媒重合によって作られ、
  ドデセニルコハク酸、ドデセニルコハク酸無水物、またはこれらの組み合わせが、第２
のアモルファスポリエステル中に、第２のアモルファスポリエステルの合計重量を基準と
して５～１５重量％の量で存在する、第２のアモルファスポリエステル樹脂と；
  （ｃ）結晶性ポリエステル樹脂と；
  （ｄ）ワックスと；
  （ｅ）任意要素の着色剤とを含む、トナー組成物。
【請求項２】
  第１のアモルファスポリエステル樹脂は、分子量が１５，０００～２５，０００グラム
／モルの低分子量ポリエステルであり；
  第１のアモルファスポリエステル樹脂は、ガラス転移温度が５５～６５℃である、請求
項１に記載のトナー組成物。
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【請求項３】
  第１のアモルファスポリエステル樹脂が、ドデセニルコハク酸、ドデセニルコハク酸無
水物、またはこれらの組み合わせを、第１のアモルファスポリエステルの合計重量を基準
として９～１３重量％の量で含む、請求項１に記載のトナー組成物。
【請求項４】
  第１のアモルファスポリエステル樹脂は、フマル酸、テレフタル酸、ドデセニルコハク
酸、ドデセニルコハク酸無水物、プロポキシル化ビスフェノールＡおよびエトキシル化ビ
スフェノールＡからなる群から選択される、請求項１に記載のトナー組成物。
【請求項５】
  第２のアモルファスポリエステル樹脂は、分子量が５０，０００～１５０，０００グラ
ム／モルの高分子量ポリエステルであり；
  第２のアモルファスポリエステル樹脂は、ガラス転移温度が５２～６２℃である、請求
項１に記載のトナー組成物。
【請求項６】
　第２のアモルファスポリエステル樹脂が、ドデセニルコハク酸、ドデセニルコハク酸無
水物、またはこれらの組み合わせを、第２のアモルファスポリエステルの合計重量を基準
として９～１３重量％の量で含む、請求項１に記載のトナー組成物。
【請求項７】
　第２のアモルファスポリエステル樹脂は、トリメリット酸、無水トリメリット酸及びグ
リセロールからなる群から選択される分岐剤を用いて作られる、請求項１に記載のトナー
組成物。
【請求項８】
　第２のアモルファスポリエステル樹脂は、テレフタル酸、ドデセニルコハク酸、ドデセ
ニルコハク酸無水物、トリメリット酸、プロポキシル化ビスフェノールＡおよびエトキシ
ル化ビスフェノールＡからなる群から選択される、請求項１に記載のトナー組成物。
【請求項９】
　結晶性ポリエステル樹脂は、ポリ（１，２－プロピレン－ジエチレン－テレフタレート
）、ポリ（エチレン－テレフタレート）、ポリ（プロピレン－テレフタレート）、ポリ（
ブチレン－テレフタレート）、ポリ（ペンチレン－テレフタレート）、ポリ（ヘキシレン
－テレフタレート）、ポリ（ヘプチレン－テレフタレート）、ポリ（オクチレン－テレフ
タレート）、ポリ（エチレン－セバケート）（１０：２）、ポリ（プロピレン－セバケー
ト）（１０：３）、ポリ（ブチレン－セバケート）（１０：４）、ポリ（ヘキシレン－セ
バケート）（１０：６）、ポリ（ノニレン－セバケート）（１０：９）、ポリ（デシレン
－セバケート）（１０：１０）、ポリ（ドデシレン－セバケート）（１０：１２）、ポリ
（エチレン－アジペート）（６：２）、ポリ（プロピレン－アジペート）（６：３）、ポ
リ（ブチレン－アジペート）（６：４）、ポリ（ペンチレン－アジペート）（６：４）、
ポリ（ヘキシレン－アジペート）（６：６）、ポリ（ヘプチレン－アジペート）（６：７
）、ポリ（オクチレン－アジペート）（６：８）、ポリ（エチレン－グルタレート）（５
：２）、ポリ（プロピレン－グルタレート）（５：３）、ポリ（ブチレン－グルタレート
）（５：４）、ポリ（ペンチレン－グルタレート）（５：５）、ポリ（ヘキシレン－グル
タレート）（５：６）、ポリ（ヘプチレン－グルタレート）（５：７）、ポリ（オクチレ
ン－グルタレート）（５：８）、ポリ（エチレン－ピメレート）（７：２）、ポリ（プロ
ピレン－ピメレート）（７：３）、ポリ（ブチレン－ピメレート）（７：４）、ポリ（ペ
ンチレン－ピメレート）（７：５）、ポリ（ヘキシレン－ピメレート）（７：６）、ポリ
（ヘプチレン－ピメレート）（７：７）、ポリ（１，２－プロピレンイタコネート）、ポ
リ（エチレン－サクシネート）（４：２）、ポリ（プロピレン－サクシネート）（４：３
）、ポリ（ブチレン－サクシネート）（４：４）、ポリ（ペンチレン－サクシネート）（
４：５）、ポリ（ヘキシレン－サクシネート）（４：６）、ポリ（オクチレン－サクシネ
ート）（４：８）、ポリ（エチレン－ドデカノエート）（１２：２）、ポリ（プロピレン
－ドデカノエート）（１２：３）、ポリ（ブチレン－ドデカノエート）（１２：４）、ポ
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リ（ペンチレン－ドデカノエート）（１２：５）、ポリ（ヘキシレン－ドデカノエート）
（１２：６）、ポリ（ノニレン－ドデカノエート）（１２：９）、ポリ（デシレン－ドデ
カノエート）（１２：１０）、ポリ（ドデシレン－ドデカノエート）（１２：１２）、コ
ポリ（エチレン－フマレート）－コポリ（エチレン－セバケート）、コポリ（エチレン－
フマレート）－コポリ（エチレン－デカノエート）、コポリ（エチレン－フマレート）－
コポリ（エチレン－ドデカノエート）、およびこれらの混合物からなる群から選択される
、請求項１に記載のトナー組成物。
【請求項１０】
　結晶性ポリエステルは、酸素に対する炭素の比率が３～７であるオリゴマー単位を含む
、請求項１に記載のトナー組成物。
【請求項１１】
　結晶性ポリエステルは、１２～２８の炭素原子を有するオリゴマー単位を含む、請求項
１に記載のトナー組成物。
【請求項１２】
　第１のアモルファスポリエステル樹脂は、ドデセニルコハク酸、ドデセニルコハク酸無
水物、またはこれらの組み合わせを、第１のアモルファスポリエステルの合計重量を基準
として９～１３重量％の量で含み、
　第２のアモルファスポリエステル樹脂は、ドデセニルコハク酸、ドデセニルコハク酸無
水物、またはこれらの組み合わせを、第１のアモルファスポリエステルの合計重量を基準
として９～１３重量％の量で含み、
　結晶性ポリエステルは、酸素に対する炭素の比率が３～７であるオリゴマー単位を含む
、請求項１に記載のトナー組成物。
【請求項１３】
　ワックスは、トナーの合計重量を基準として、２～１３重量％の量で存在する、請求項
１に記載のトナー組成物。
【請求項１４】
　ワックスは、ポリエチレン、ポリプロピレン、及びこれらの混合物からなる群から選択
される、請求項１に記載のトナー組成物。
【請求項１５】
　トナーは、コアと、その上に配置されたシェルとを含み、
　コアは、結晶性樹脂、第１及び第２のアモルファスポリエステル樹脂、着色剤、ワック
スを含み、
　シェルは、第１のアモルファスポリエステル、第２のアモルファスポリエステルの少な
くとも１つ、または第１のアモルファスポリエステルおよび第２のアモルファスポリエス
テルの組み合わせを含む、請求項１に記載のトナー組成物。
【請求項１６】
  （ａ）ドデセニルコハク酸、ドデセニルコハク酸無水物、またはこれらの組み合わせか
ら誘導されるポリエステルを含む第１のアモルファスポリエステル樹脂であって、第１の
アモルファスポリエステルは、有機ジオール、有機二塩基酸、およびドデセニルコハク酸
、ドデセニルコハク酸無水物、またはこれらの組み合わせのモノマーの触媒重合によって
作られ、ドデセニルコハク酸、ドデセニルコハク酸無水物、またはこれらの組み合わせが
、第１のアモルファスポリエステル中に、第１のアモルファスポリエステルの合計重量を
基準として、５～１５重量％の量で存在する、第１のアモルファスポリエステル樹脂と；
  （ｂ）ドデセニルコハク酸、ドデセニルコハク酸無水物、またはこれらの組み合わせか
ら誘導されるポリエステルと、ポリ酸成分またはポリオール成分から誘導される分岐剤と
を含む第２のアモルファスポリエステル樹脂であって、第２のアモルファスポリエステル
は、有機ジオール、有機二塩基酸、ドデセニルコハク酸、ドデセニルコハク酸無水物、ま
たはこれらの組み合わせおよび／または分岐剤のモノマーの触媒重合によって作られ、ド
デセニルコハク酸、ドデセニルコハク酸無水物、またはこれらの組み合わせが、第２のア
モルファスポリエステル中に、第２のアモルファスポリエステルの合計重量を基準として
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５～１５重量％の量で存在する、第２のアモルファスポリエステル樹脂と；
  （ｃ）結晶性ポリエステル樹脂と；
  （ｄ）ワックスと；
  （ｅ）任意要素の着色剤とを混合することと、
  凝集させることと、
  融着させ、トナー粒子を生成することとを含む、プロセス。
【請求項１７】
  第１のアモルファスポリエステル樹脂は、分子量が１５，０００～２５，０００グラム
／モルの低分子量ポリエステルであり；
  第１のアモルファスポリエステル樹脂は、ガラス転移温度が５５～６５℃である、請求
項１６に記載のプロセス。
【請求項１８】
  第２のアモルファスポリエステル樹脂は、分子量が５０，０００～１５０，０００グラ
ム／モルの高分子量ポリエステルであり；
  第２のアモルファスポリエステル樹脂は、ガラス転移温度が５５～６２℃である、請求
項１６に記載のプロセス。
【請求項１９】
  結晶性ポリエステル樹脂が、ポリ（１，２－プロピレン－ジエチレン－テレフタレート
）、ポリ（エチレン－テレフタレート）、ポリ（プロピレン－テレフタレート）、ポリ（
ブチレン－テレフタレート）、ポリ（ペンチレン－テレフタレート）、ポリ（ヘキシレン
－テレフタレート）、ポリ（ヘプチレン－テレフタレート）、ポリ（オクチレン－テレフ
タレート）、ポリ（エチレン－セバケート）（１０：２）、ポリ（プロピレン－セバケー
ト）（１０：３）、ポリ（ブチレン－セバケート）（１０：４）、ポリ（ヘキシレン－セ
バケート）（１０：６）、ポリ（ノニレン－セバケート）（１０：９）、ポリ（デシレン
－セバケート）（１０：１０）、ポリ（ドデシレン－セバケート）（１０：１２）、ポリ
（エチレン－アジペート）（６：２）、ポリ（プロピレン－アジペート）（６：３）、ポ
リ（ブチレン－アジペート）（６：４）、ポリ（ペンチレン－アジペート）（６：４）、
ポリ（ヘキシレン－アジペート）（６：６）、ポリ（ヘプチレン－アジペート）（６：７
）、ポリ（オクチレン－アジペート）（６：８）、ポリ（エチレン－グルタレート）（５
：２）、ポリ（プロピレン－グルタレート）（５：３）、ポリ（ブチレン－グルタレート
）（５：４）、ポリ（ペンチレン－グルタレート）（５：５）、ポリ（ヘキシレン－グル
タレート）（５：６）、ポリ（ヘプチレン－グルタレート）（５：７）、ポリ（オクチレ
ン－グルタレート）（５：８）、ポリ（エチレン－ピメレート）（７：２）、ポリ（プロ
ピレン－ピメレート）（７：３）、ポリ（ブチレン－ピメレート）（７：４）、ポリ（ペ
ンチレン－ピメレート）（７：５）、ポリ（ヘキシレン－ピメレート）（７：６）、ポリ
（ヘプチレン－ピメレート）（７：７）、ポリ（１，２－プロピレンイタコネート）、ポ
リ（エチレン－サクシネート）（４：２）、ポリ（プロピレン－サクシネート）（４：３
）、ポリ（ブチレン－サクシネート）（４：４）、ポリ（ペンチレン－サクシネート）（
４：５）、ポリ（ヘキシレン－サクシネート）（４：６）、ポリ（オクチレン－サクシネ
ート）（４：８）、ポリ（エチレン－ドデカノエート）（１２：２）、ポリ（プロピレン
－ドデカノエート）（１２：３）、ポリ（ブチレン－ドデカノエート）（１２：４）、ポ
リ（ペンチレン－ドデカノエート）（１２：５）、ポリ（ヘキシレン－ドデカノエート）
（１２：６）、ポリ（ノニレン－ドデカノエート）（１２：９）、ポリ（デシレン－ドデ
カノエート）（１２：１０）、ポリ（ドデシレン－ドデカノエート）（１２：１２）、コ
ポリ（エチレン－フマレート）－コポリ（エチレン－セバケート）、コポリ（エチレン－
フマレート）－コポリ（エチレン－デカノエート）、コポリ（エチレン－フマレート）－
コポリ（エチレン－ドデカノエート）、およびこれらの混合物からなる群から選択される
、請求項１６に記載のプロセス。
【請求項２０】
  結晶性ポリエステルは、酸素に対する炭素の比率が３～７であるオリゴマー単位を含む
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、請求項１６に記載のプロセス。
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